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高速・広帯域のブロードバンド／ＩＰベースの技術を採用

高い信頼性・安全性・セキュリティの確保

ネットワーク制御機能によるエンド・トゥ・エンドでの品質確保

インタフェース条件の自主的公表による相互接続性の確保

（相互接続性の確保はＮＧＮを構築する全ての事業者にとって必要なもの）

様々な情報機器・情報家電

ＳＮＩ
/ＵＮＩ

ＮＮＩ

ＵＮＩ

他事業者様ＩＰ網

他事業者様電話網／携帯電話網等

他事業者様イーサ網

ＩＳＰ事業者様網

アプリケーション・
コンテンツ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス

ＮＴＴ東西のＮＧＮ

・ 品質確保（ＱｏＳ）
・ セキュリティ
・ 信頼性
・ オープンなインタフェース

ＩＰ電話 コンテンツ視聴

お客様

ＴＶ電話 ＶＰＮ

・・・・映像配信 遠隔医療
介護・

ヘルスケア
テレワーク

映像コミュニ
ケーション

NNI：ネットワーク間を接続するためのインタフェース
（Network-Network Interface）

UNI:ユーザ（端末機器）とネットワークを接続するためのインタフェース
（User-Network Interface）

SNI:各種アプリケーションサーバ類とネットワークを接続するためのインタフェース
（Application Server-Network Interface）

プラットフォーム

１－１．ＮＴＴ東西が提供するＮＧＮについて～「オープン」＆「コラボレーション」～

(注)既存電話網のインタフェース

(注)
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優先クラス

※３つのクラスがあります

ベストエフォート

■ＮＧＮでは、地域ＩＰ網で実現していた従来のベストエフォート型の通信に加えて、

ネットワーク制御によりエンド・トゥ・エンドでの品質を確保したサービスを提供します。

高品質音声や高精細映像の実現

地上デジタル放送やハイビジョン品質のＶＯＤサービスが視聴可能

UNI

光アクセス回線

収容ルータ

セッション制御信号
(SIP)

ＳＩＰサーバからの指示に基づき、
通信品質を確保する

各サービスに適した品質や帯域となるようセッション
制御サーバ（ＳＩＰサーバ）が収容ルータを制御する

１－２．ＮＧＮの特徴（１／３） ～品質確保（ＱｏＳ）～

セッション制御サーバ
（ＳＩＰサーバ）
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■ＮＧＮでは、回線ごとに割り当てられた発信者ＩＤをチェックし、なりすましを防止し

ます。

■また、ネットワークの入り口で、なりすましや不正なアクセスをブロックする機能など

を具備しています。

収容ルータ

セッション制御サーバ
（ＳＩＰサーバ）

なりすまし
（発信者番号詐称など）

不正アクセス

各通信が利用する電話番号等の発信者ＩＤ
を確認した上で収容ルータを制御

セッション制御信号(SIP)

音声・データ

なりすまし防止

不正アクセス防止

１－２．ＮＧＮの特徴（２／３） ～セキュリティ～
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■ＮＧＮは既存のひかり電話網と異なり、当初から大規模ネットワークを想定したネット

ワークアーキテクチャを採用しております。具体的には、
①キャリアグレードの大容量・高信頼の装置を使用

②通信回線や通信装置の冗長化

③特定のエリアに通信が集中した際のトラヒックコントロール

④重要通信の確保 など、

により、ユーザの皆様にとって信頼性の高いネットワークをご提供します。

中継面

加入者収容面

中継ルータ

収容ルータ

制御サーバ

②通信回線や通信
装置の冗長化

②通信回線や通信
装置の冗長化

③特定のエリアに通
信が集中した際のト
ラヒックコントロール

③特定のエリアに通
信が集中した際のト
ラヒックコントロール

④災害時等における
重要通信の確保

④災害時等における
重要通信の確保

一般ﾕｰｻﾞ 特定ﾕｰｻﾞ
（輻輳時でも
通信を確保）

（輻輳時には
発信規制）

①キャリアグレードの大
容量・高信頼の装置

①キャリアグレードの大
容量・高信頼の装置

ﾄﾗﾋｯｸ制御ｼｽﾃﾑ

・
・
・

１－２．ＮＧＮの特徴（３／３） ～信頼性～
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１－３．ＮＧＮを利用した商用サービスの概要

：平成２０年３月目途 ：今後提供予定【凡例】

サービス分類 NGNのネットワークサービス

ﾍﾞｽﾄｴﾌｫｰﾄ

ＶＰＮ
（センタ‐エンド型、
ＣＵＧ型サービス）

QoS

0AB-J ＩＰ電話/
テレビ電話

光ブロードバンドサービス

QoS

戸建て向け （最大通信速度100Mbps）戸建て向け （最大通信速度100Mbps）

集合住宅向け （最大通信速度100Mbps）集合住宅向け （最大通信速度100Mbps）

事業所向け （最大通信速度1Gbps）事業所向け （最大通信速度1Gbps）

今後提供予定今後提供予定

ＶＰＮ（センタ‐エンド型、ＣＵＧ型サービス）ＶＰＮ（センタ‐エンド型、ＣＵＧ型サービス）

ひかり電話 （標準品質、高品質〔7KHz〕）ひかり電話 （標準品質、高品質〔7KHz〕）

テレビ電話 （標準品質、標準テレビ品質、ハイビジョン品質）テレビ電話 （標準品質、標準テレビ品質、ハイビジョン品質）

QoS

ﾍﾞｽﾄｴﾌｫｰﾄ

ユニキャスト （帯域確保）ユニキャスト （帯域確保）

マルチキャスト （帯域確保）※地デジIP再送信向けマルチキャスト （帯域確保）※地デジIP再送信向け

ユニキャストユニキャスト

マルチキャストマルチキャスト

コンテンツ
配信向け
サービス

イーサネットサービス イーサ （県内・県間とも）イーサ （県内・県間とも）

今後提供予定（ビジネスタイプ）今後提供予定（ビジネスタイプ）

‐ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続
‐ＩＰｖ６通信機能を標準装備

■ＱｏＳサービスとして、高品質のひかり電話・テレビ電話及びマルチキャスト等のコンテンツ配信向けサービスを提
供。

■ベストエフォートサービス及び標準品質のひかり電話・テレビ電話の通話料金は、従来と同程度の料金水準。
■上記以外のＱｏＳサービスについては、サービス毎にご利用になりやすい料金を設定予定。

斜字 ： ＮＴＴ東西の新サービス
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■ＮＴＴ東西のＮＧＮは、お客様に既存のＩＰ・ブロードバンドサービスをより安心して便
利にご利用いただくとともに、より広帯域で品質確保型の新サービスも追加的にご利用い
ただけるようにするために、既存のＩＰ通信網（地域ＩＰ網・ひかり電話網）を高度化・
大容量化していくものであり、既存のＰＳＴＮ網とは別に構築します。

１－４．ＮＧＮのネットワーク概要

ＳＩＰ
サーバ

収容
ルータ

網終端
装置

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
変換装置

収容
ルータ

収容
ルータ

中継
ルータ

他事業者
接続用ﾙｰﾀ

ＳＩＰ
サーバ

企業等
（ＶＰＮ）

ＣＰ等

網終端
装置

ＩＰ電話、TV電話

収容
ルータ

ｺﾝﾃﾝﾂ配信等
ｾﾝﾀ-ｴﾝﾄﾞ型ｻｰﾋﾞｽ等
ＩＳＰ接続

ＩＰ電話、TV電話等

UNINNI NNI NNI

NNI（注）

中継
ルータ

中継
ルータ

収容
ルータ

収容
ルータ

SNI/UNI

ＩＧＳ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
変換装置

ＩＳＰ

ﾒﾃﾞｨｱ
ｺﾝﾊﾞｰﾀ

ＯＬＴ

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

収容
ルータ

他事業者
接続用ﾙｰﾀ

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

中継
ルータ

UNIUNI

ＯＬＴ

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

UNI UNI

他事業者様網

ひかり電話網

ﾒﾃﾞｨｱ
ｺﾝﾊﾞｰﾀ

中継
ルータ

収容
ルータ

収容
ルータ

他事業者
接続用ﾙｰﾀ

中継
ルータ

ｲﾝﾀﾌｪｰｽ
変換装置

収容
ルータ

収容
ルータ

UNI SNI/UNI

網終端
装置

ＮＧＮ地域ＩＰ網

NNINNINNI

ＯＬＴ
ﾒﾃﾞｨｱ
ｺﾝﾊﾞｰﾀ

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

UNI UNI

収容
ＳＷ

収容
ＳＷ

中継
ＳＷ

他事業者
接続用ＳＷ

中継
ＳＷ

中継
ＳＷ

UNI

NNI

【凡例】

：既存設備

：新たな設備

IPｖ６ﾍﾞｽﾄ
ｴﾌｫｰﾄ

ＩＳＰ接続ｺﾝﾃﾝﾂ配信等 ｾﾝﾀ-ｴﾝﾄﾞ型
ｻｰﾋﾞｽ等

網終端
装置

ＯＬＴ

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

ｽﾌﾟﾘｯﾀ
（分岐）

収容
ルータ

他事業者様網

中継
ルータ

収容
ルータ

ＣＡ

※将来的にはＳＷ間の伝送
は、ＩＰ通信網を用いて
行うことを検討

●
●

●

UNI

（注）既存電話網の
インタフェース

既存フレッツユーザ 新規フレッツユーザ

新規イーサネットユーザ
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■既存のＩＰ通信網からＮＧＮへの移行にあたっては、お客様サービスの中断を避けると

ともに、新規需要増にも対応していく必要があることから、一時的にはオーバーレイ的

に運用・展開していきますが、まずはひかり電話の中継面からＮＧＮ用の装置に置き換

えていき、最終的には収容ルータ（エッジ）を含め既存のＩＰ通信網をＮＧＮに置き換

えていきます。

＜ＮＧＮ導入開始当初＞ ＜ＮＧＮ導入完了時＞

ＮＧＮ

新規需要及び既存のひかり電話
の中継面から順次ＮＧＮの設備に
置き換えていきます

順次高度化・大容量化されたＮＧＮ
の設備に置き換えていきます

既存のＩＰ通信網（地域ＩＰ
網・ひかり電話網）を全て
ＮＧＮに置き換えます

地
域
Ｉ
Ｐ
網

ひ
か
り

電
話
網

地
域
Ｉ
Ｐ
網

ひ
か
り

電
話
網

Ｎ
Ｇ
Ｎ

ＮＧＮ
地
域
Ｉ
Ｐ
網

ひ
か
り

電
話
網

１－５．既存のＩＰ通信網からＮＧＮへの移行
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■今年度内（３月）に東京・大阪等の一部エリアで商用化を開始。

■来年度内に政令指定都市へ拡大、県庁所在地都市への展開を開始。

■２０１０年度までに現行の光ブロードバンドサービス提供エリアまで拡大（イーサネッ

トサービスについては、ユーザニーズに即応したサービス展開）。

１－６．ＮＧＮの商用化開始とエリア展開

フレッツ
・ひかり電話
（ＩＰ系）
サービス

２００８（Ｈ２０）年度 ２００９（Ｈ２１）年度 ２０１０（Ｈ２２）年度

他の政令指定都市へ拡大

２０１０年度末までには
現行の光ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｻｰﾋﾞｽ
提供エリア全域に拡大

イーサネット
サービス

ユーザニーズに即応した
サービス展開

０７
(H19)

商
用
サ
ー
ビ
ス
開
始

東京・大阪等の一部エリアで開始

東京、大阪の一部

東京２３区、大阪０６エリア、
及び横浜市、川崎市、千葉市、
さいたま市へ展開

県庁所在地級都市へ展開

政令指定都市、県庁所在地等の
全国主要都市へ拡大
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■ＩＰ通信網は、既に各社がエンドエンドで自前のネットワークを構築しており、ＮＧＮ

を含め事業者間の通信は独立したＩＰ通信網同士の接続形態になります。こうした接続形

態においては、それぞれのネットワークに収容されるお客様が事業者間の相互接続を利用

して円滑に通信できるようにすることが重要であり、そのためには各事業者が相互にイン

タフェースを公表する必要があると考えます。

■こうした考えの下、当社は、平成１８年７月にＮＧＮに係るインタフェース条件を自主

的に公表し、平成１８年１２月からＮＧＮフィールドトライアルを開始して、２９社の

方々にご参加いただいております。

■商用サービスの開始にあたっても、トライアル開始時と同様にインタフェース条件や接

続ポイント等の接続条件を平成１９年１０月２５日に公表し、その後、他事業者向けの説

明会（平成１９年１１月８日開催）や関連業界団体への個別説明を実施しております。

２．オープン化の取組み
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■ 実施内容

○ネットワーク間、アプリケーションサーバとネットワーク間、ユーザ端末とネットワーク間のインタフェース条件等を開示

○情報家電ベンダ、サービスプロバイダ、キャリア・ISP等が参加し、アプリケーションサービスの提供や相互接続検証等を実施

○現在提供中のIPサービスに加えて、高品位・品質確保型のIP電話、映像配信、映像コミュニケーションサービス等をモニタに提供

■ 期間

■ 実施エリア

2006年12月から約１年間を予定

首都圏及び大阪の一部地域

‒ 首都圏は、大手町FSビル（千代田区）、新宿ビル（新宿区）、新淀橋ビル（新宿区）、牛込ビル（新宿区）、弦巻ビル（世田谷区）、TTC有明ビル
（江東区） 、品川ビル（品川区）、白金ビル（港区）、戸塚ビル（横浜市）、横須賀別館ビル（横須賀市）、幕張ビル（千葉市）、浦和常盤ビル
（さいたま市）の収容エリア

‒ 大阪は、大阪東ビル（大阪市中央区）、大阪北ビル（大阪市北区）の収容エリア

※ （ ）内は代表的な収容行政エリア

４Ｑ

２００５年度

２Ｑ１Ｑ ４Ｑ 下期上期３Ｑ

２００７年度２００６年度

▲３月
トライアル
概要公表

▲７月
・ ネットワーク間、アプリケーションサーバ／ユーザ端末とネットワーク間のインタフェース条件を開示
・ 参加企業（情報家電ベンダ、サービスプロバイダ、キャリア・ISP等）の受付を開始

▲ トライアル開始

▲１０月
商用インタフェース条件を開示

▲１１月
事業者説明会実施

トライアルの実施

（１）フィールドトライアルの実施

２．オープン化の取組み
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トライアルパートナーのサービス提供

アプリケーションサービスを提供していただく18社のトライアルパー
トナーが30サービスのトライアルに参加

ＳＮＩ/ＵＮＩの各通信機能におけるネットワークの接続性、アプリ
ケーションの正常な動作等を確認

モニタへのサービス提供

NGNの特長を活かした新サービス（地上デジタル放送IP再送信､
テレビ向けハイビジョン映像配信､テレビ電話､高品質IP電話等）
の品質や利便性を評価するモニタの声は多い

ショールーム（ＮＯＴＥ）での展示

2007年9月末現在で、40ヵ国以上、約1.7万人の方々にご来場
いただいた

約8割の来場者の皆様から「ＮＧＮを理解できた」「ＮＧＮによって
生活やビジネスが変化する」との声をいただいた

【ショールームの概要】

・名称 ：ＮＯＴＥ （NGN OPEN TRIAL EXHIBITION）

・実施時期：2006年12月20日から約１年間

・場所 ：東京（大手町）・大阪（梅田）

・運営方法：完全予約制、フルアテンド形式

・展示内容：ＮＧＮの概要説明、アプリケーション・端末等の
展示、ＮＧＮを支えるＲ＆Ｄ技術

【一般モニタの概要】

・モニタ期間 ：2007年4月27日～12月
・実施エリア ：首都圏及び大阪の13収容局のエリア

（東京 7、神奈川 2、千葉 1、埼玉 1、大阪 2）
・モニタ数 ：約500名
・提供サービス：地上デジタル放送IP再送信､テレビ向けハイビジ

ョン映像配信、テレビ電話、高品質IP電話、
インターネット接続、IP電話 等

キャリア・ＩＳＰとの相互接続

15社のキャリア・ＩＳＰが参加

インタラクティブ通信機能、イーサ通信機能、ＩＳＰ接続機能に
ついて相互接続検証を行い、正常に接続することを確認

【相互接続の概要】

・参加事業者

・インタラクティブ（ユニキャスト）通信機能での接続： ３社
・イーサ通信機能での接続： ４社
・ＩＳＰ接続機能での接続： １２社

・接続場所

東日本エリア： 東京白鬚ビル、前橋下沖ビル

西日本エリア： 大阪ビル、東海栄本ビル

【トライアルパートナーのサービス提供の概要】

・接続構成等：以下のトライアルのインタフェース条件にて接続

・ 次世代ＩＰアプリケーションサーバ・網インタフェース（ＳＮＩ）

・ 次世代ＩＰユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）

・ 次世代イーサユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）

・実施場所 ： パートナー、ＮＴＴのショールーム 等

・サービス ：介護ヘルスケア、ユビキタス見守り、ＨＤ双方向コ
ミュニケーションシステム等の30サービス

２．オープン化の取組み
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ＮＮＩ

ＩＧＳ接続機能

（現行の機能と同じ）

ＩＳＰ接続機能

（現行の機能と同じ）

ＬＡＮ型通信機能

（イーサ通信機能）

インタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能

機能名

ＩＰ通信網を利用するユーザが、ＩＧＳ（電話網の関門交換機）を介して他事業者様電話網等と通信を行うための機能。

ＩＰ通信網を利用するユーザが接続の都度、ＩＳＰ事業者様網を選択し接続するための機能。

ＬＡＮ型通信網を利用するユーザと他事業者様イーサ網のユーザ間におけるイーサネット通信を提供するための機能。

ＩＰ通信網を利用するユーザと他事業者様網のユーザ間におけるSIPによるセッション制御機能を用いた通信を行うための
機能。

概要ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

■ＮＮＩ

①インタフェース条件の概要

アプリケーションサーバ
（VOD、ＩＰ放送等）

SNI/ＵＮＩ
NNI

UNI UNIＩＰ通信サービス
（フレッツサービス・ひかり電話）

利用ユーザ

イーサネットサービス
利用ユーザ

(注1)：現行サービスにおいて提供済み
(注2)：既存電話網のインタフェースであり、

現行サービスにおいて提供済み

他事業者様ＩＰ網

他事業者様電話網／携帯電話網等

次世代ネットワーク

（ＩＰ通信網／ＬＡＮ型通信網）

【インタラクティブ（ユニキャスト）
通信機能】

【ＬＡＮ型通信機能】

【ＩＳＰ接続機能】（注1）

【ＩＧＳ接続機能】 (注2）

他事業者様イーサ網

ＩＳＰ事業者様網

UNI:User-Network Interface
NNＩ:Network-Network Interface
SNI:Application Server-Network Interface

○商用時のインタフェース及び接続条件を平成１９年１０月２５日公表。
・インタフェース条件は基本的にはトライアル時のものと同じ
・既存と同じ接続形態に関する接続料金等の接続条件については、既存と同じ。
・これに加え、新たな接続形態に関する接続条件を設定。

（２）商用時のインタフェース条件等の公表

２．オープン化の取組み
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ＩＳＰ接続機能

（現行の機能と同じ）

ＬＡＮ型通信機能

（イーサ通信機能）

マルチキャスト通信機能

インタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能

機能名

ＩＰ通信網を利用するユーザが接続の都度、ＩＳＰ事業者様網等を選択し接続するための機能。

LAN型通信網を利用するユーザにイーサネット通信を提供するための機能。

端末機器等からの要求に基づき、アプリケーションサーバ機器類からＩＰ通信網を介して

ＩＰ マルチキャストによる映像受信等を行うための機能。

ＩＰ通信網を利用するユーザがSIPによるセッション制御機能を用いた通信、またはセッション
制御機能を用いない通信を行うための機能。

ＵＮＩ

概要ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

ＳＮＩ

マルチキャスト通信機能

インタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能

機能名

端末機器等からの要求に基づき、アプリケーションサーバ機器類からＩＰ通信網を介して

ＩＰ マルチキャストによる映像配信等を行うための機能。

端末機器等からの要求に基づき、アプリケーションサーバ機器類からＩＰ通信網を介してＳＩＰに

よるセッション制御機能を用いた通信、またはセッション制御機能を用いない通信を行うための

機能。

概要ｲﾝﾀﾌｪｰｽ

■ＳＮＩ

■ＵＮＩ

２．オープン化の取組み
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（注） ＰＯＩまでの通信回線等、当社ネットワークの接続点まで必要となる設備については事業者様にご用意いただきます。

■既存と同じ接続形態のもの

■新たな接続形態として追加するもの

（注） 現行と同様、ＰＯＩまでの通信回線等、当社ネットワークの接続点まで必要となる設備については事業者様にご用意いただきます。

現行のひかり電話で接続しているＩＧＳビルと同じビル。

現行のフレッツで接続しているＰＯＩビルと同じビル。

相互接続点（ＰＯＩ）の設置場所

現行のＩＧＳ接続の接続料と同じ。ＩＧＳ接続機能

現行のＩＳＰ接続の接続料と同じ。ＩＳＰ接続機能

接続料機能名

• イーサネットサービス市場においては、一般に各事業者が自社の役務提

供区間について料金を設定していることから、自社網区間は自社でユーザ

料金を設定するぶつ切り料金とし、接続料は設定いたしません。

• 事業者様固有に必要となる装置に係る費用等については、個別負担して

いただきます。

＜ＮＴＴ東日本＞ ＜ＮＴＴ西日本＞

・東京白鬚ビル ・大阪ビル

・前橋下沖ビル ・東海栄本ビル

上記以外のビルでの接続は、事業者様と協議し、トラ ヒック

属性・トラヒック量・回線容量等を勘案して決定します。

相互接続点（ＰＯＩ）の設置場所

ＬＡＮ型通信機能

（イーサ通信機能）

• 新しい接続形態であるＩＰ網同士の接続については、互いの網を利用され

るお客様が相互に通信しあうことが想定され、一方向の通信に偏らないと

想定されること、新しい品質確保型の大容量通信サービスについては、そ

の利用動向を見極める必要があることから、ビル＆キープとし、当社ＩＰ通

信網利用に係る接続料は設定いたしません。なお、接続開始後、上り／下

りでトラヒックに偏りがあるかどうか等の接続実績を把握した上で、必要が

あれば見直しを行うことを考えています。

• 事業者様固有に必要となる装置に係る費用等については、個別負担して

いただきます。

インタラクティブ

（ユニキャスト）通信機能

接続料機能名

②ＮＮＩの相互接続条件（ＰＯＩ及び接続料）

２．オープン化の取組み


